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第12回道路技術小委員会（R2.6）における主な指摘事項

検討項目 主な指摘事項

参考資料
の充実

・技術の適用範囲だけではなく、結果の解釈の支援につながる記載が参考資料にあるとよい。

新技術の
使い方
（レベル分け）

・新たなコンセプト。方向性を示していくことは良い取組。

・得られるデータを診断につなげていくためには閾値の設定が重要であり、データの蓄積が必要。

・レベル４であっても限界はあり、技術者が診断する要素は残る。

・診断の定量化が重要である。国総研、土研、大学などが定量化技術の研究開発を行うことが必要。

性能カタロ
グの拡充

・新設構造物、既設構造物、その両方に適用できるなど、技術の区分を示すとよい。

・小さな市町村の技術者がカタログを使いこなすことは難しいので、サポートするシステムが必要。

点検技術
者の質の
確保
（点検資格）

・点検結果にばらつきが大きく、点検技術者の質を確保していくことが重要。

・新技術を活用しながらの点検に移行していく中で、技術者の資格制度が追い付いていない。

・点検を実施する技術者が適材適所に技術を選定して活用できるスキルを有しているか、懸念がある。

・技術者資格の検討にあたっては、「最適な手法を選択できる技術力を持つ者」の定義を明確化し、既

存資格と差別化してほしい。

新材料・
新工法の
導入

・今までになかった重要な取組。進めてほしい。

・今回の取組は、成果を技術基準に反映させていくという点が技術審査証明やNETISとは違うところ
であり、そこが重要なポイント。

データの
活用・整備

・互換性のある形式で検討してもらうと、定期点検を請け負う業者がかわっても構造物の経年変化を

しっかり見ていくことができる。

・アセットマネジメントへの活用の観点からは、補修等に要した費用をデータとして残すことも重要。

・点群データの活用を考えてほしい。変位はマネジメントを行う上で非常に重要なデータである。

・設計の前提としている事項に対して経年的に変化が生じている場合があることにも注意が必要。

・オープンデータとしていく方が良いと考えているが、誰がどのように活用していくのか議論が必要。

定期点検の
更なる効率
化・合理化に
向けた取組

道路メンテ
ナンスを支
える技術
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検討項目 方向性（案） 今後の検討事項（案）

定期点検要領

新技術の使い方

性能カタログの
拡充

点検技術者の
質の確保

新材料・新工法
の導入

データの
活用・整備

定期点検の
更なる効率
化・合理化に
向けた取組

道路メンテ
ナンスを支
える技術

新技術導入促進計画の推進（順次、技術基準に反映）

○ 点検技術者が備えるべき知識や技能

・ 新技術等を用いて取得した情報を適切に活用する
ための知識や技能について整理。

○ 補修・補強に係る要求性能等

○ 部位・部材ごとの最適な点検手法

・ 橋梁等の構造物の構造や点検の目的に応じて、点検
時に取得すべき情報をきめ細やかに整理。

・ あわせて、新技術の活用も含めた、情報の取得方法
（計測項目）を整理。

（参考資料の充実等）

（レベル分け）

道路管理ニーズや技術の進展を踏まえ、毎年度、技術の
公募・拡充を実施

○ データ項目の整理

○ 記録、保存方法

○ 道路管理者間のデータ連携 等

※導入促進機関を活用
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道路メンテナンスに関する今後の検討事項（案）

（点検資格）

部位・部材ごとに
点検を最適化する
ための具体的な
方法を提示

新技術を適切に活
用できる点検資格

・効率的・効果的な
構造物マネジメント
の実施

・そのための施設
データのデジタル化

補修・補強の技術
基準の策定

定期点検に活用可
能な新技術の充実

新材料等の活用



定期点検における新技術活用の方向性（案）

構造物全体の健全性の診断

診断の定量化

応答・作用荷重等を計測し、
残存する安全率を算出

部
位
・部
材
の
状
態
把
握

専門的知見
・ＡＩの活用

部
位
・部
材
の
健
全
性
の
診
断

＋＋＋＋

＋＋＋

作業の効率化、状態把握の質の向上

任意のタイミングで状態把握、「どこか」が「壊れた」ことを把握

状態の把握、健全性の診断のための
情報を定量的に把握

人が定性的に把握
近接目視・打音検査に
より状態を把握

監視への活用

LEVEL１

LEVEL2

LEVEL3

LEVEL4

人が定性的に診断

近接目視や打音検査、
技術を用いて状態を把
握した結果から
人が健全性を診断

１巡目点検（～H30年度） ２巡目点検（R元年度） ２巡目点検（R２年度～）

＋＋＋＋＋

画像計測技術、非破壊検査技術

計測・モニタリング技術

計測・モニタリング技術

・簡易に、安価に
活用できる
・計測性能の向上

技術開発の方向性

今後（３巡目点検に向けて）

計測・モニタリング技術

＋

○部位、部材の状態把握は、目的に応じて最適な技術を組み合わせて効率的に実施。
○健全性の診断は、ＡＩ等の技術も活用しつつ、人（知識と技能を有する者）が実施。
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溝橋
80,164 
11%

床版橋
391,445 

55%

桁橋
211,563 

29%

ラーメン橋
27,272 

4%

アーチ橋
4,224 
1%

トラス橋
2,168 
0.3%

吊橋
868 

0.1%

斜張橋
362 

0.05%

約９割

約１割

新技術活用の考え方 ［橋梁の例］
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○溝橋など、構造が単純・小規模な橋梁については、点検項目を絞り込みつつ、作業効率
化に資する新技術の活用例を提示。［２巡目点検の開始時に対応］

○規模が大きく、構造が複雑な橋梁は、橋梁の構造に応じて様々な技術を組み合わせる
ことにより、点検を効率化できるよう、点検要領に反映。

点検項目の絞り込み

部位・部材等に応じて
様々な新技術を組み
合わせるなどにより、
点検を効率化

橋梁
約72万橋

出典）道路統計年報２０２０（H30.4）より

簡易に、安価に活用できる
技術等による作業効率化

構造が単純、又は
小規模な橋梁

構造が複雑、又は
大規模な橋梁

2巡目点検の
開始にあたり、
定期点検要領
を改定し対応

※今後も、点検支援技術性能カタロ
グ（案）の掲載技術の充実を図る

溝橋の例斜張橋の例

橋長
50m以上
（46,089）

橋長
50m未満
（165,474）

注）概ね2径間以上になる橋長

注）



部位・部材ごとの最適な点検手法の整理イメージ （橋梁）
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○橋梁等の構造物の構造や点検の目的に応じて、点検時に取得すべき情報をきめ細や
かに整理することにより、橋ごとに点検を効率的に実施。

橋梁形式 部位・部材 点検の目的 点検時に取得すべき情報

吊橋

床版橋

桁橋

トラス橋

アーチ橋

ラーメン橋

斜張橋

吊橋

外ケーブル

支承

主桁

柱

強度

・・・

耐久性

第三者被害

その他
（附属物など）

変位（軸線の位置）

鋼材の断面積・破断

コンクリートの状態
（ひび割れ等）

情報の取得にあたっては、新
技術（LEVEL1～3）を組み合
わせるなども含め、効率的・
効果的に実施

新技術等を用いて取得した
情報を適切に活用するため、
点検技術者に求められる知
識や技能についても検討

・・・

プレストレスの状態

溝橋



CHEC K
巡視・監視・点検

P L A N
維持・修繕計画

ACT I O N
維持・補修作業

従来型のメンテナンスオペレーション体制

【現状】

・ 巡回結果を紙で保存し、
書面作成
・ 事務所で職員等がカメラ
映像等データで監視し、
異状を確認
・ 住民意見等は電話・メール等で
受け付け処理

【課題】

・ 作業手間（書面作成）
・ パトロール時の見落とし
・ 緊急事態の映像等の共有と、
異常発生時の伝達の遅れ
・ 場所の確定、台帳確認等に
時間を要する

【現状】

・ 現地測量を実施し、台帳関係を管理して補修計画を立案
・ 各種維持管理ﾃﾞｰﾀ等が別個に存在

【課題】

・ 補修計画を立案するための資料作成に期間を要する
・ 多角的な根拠に基づいた意思決定がしづらい

【現状】

・維持管理に従事する
建設業者の高齢化・
担い手の減少

【課題】

・技術者・技能者不足
・操作に熟練度が必要
（操作者の熟練度に依存）

CHEC K
巡視・監視・点検

P L A N
維持・修繕計画

ACT I O N
維持・補修作業

目指すメンテナンスオペレーション体制

・ 情報の共有による
緊急時対応の迅速化

・ 損傷箇所見落とし等の
ヒューマンエラーの防止

・ 住民要望データの
収集・分析・蓄積による
計画的な維持管理の実現

・維持管理データ（点検等）を共有できる
環境の実現
・そのデータを活用し、施設補修計画を
効率的に作成し、意思決定を円滑に
行う環境の実現

・ 作業の省人化・効率化と安全性の向上
・ 操作者の熟練度によらない作業結果（出来形）
・ 熟練者の技術の伝承

プラット
フォーム

基盤地図
＋各種データ
（維持管理、交通、
地形・気象 等）

○国道（国管理）の維持管理を取り巻く情勢が変化している中において、現在の体制では、方法収集・共有の遅れ、各種計画立案
及び判断のための資料作成手間、各作業が個人の熟練度に依存している等課題がある。

○ ICT・AI等新技術の導入により課題を解決し、限られた人員・予算の中での道路サービスレベルの維持・向上、ＥＢＰＭ
（Evidence-based Policy Making） の確実な実施を目指す。

国道 （国管理 ）の維持管理を取り巻 く情勢

老朽化する道路施設への対応の増加 建設業就業者の高齢化・担い手不足、
働き方改革

国管理道路延長の増加や頻発激甚化する
災害への対応等による業務量増加

従来の維持管理の現状・課題と目指すべき体制
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7

今後のスケジュール（案）

R2年11月 ○道路メンテナンスに関する今後の検討事項（案）

R2年度内
（予定）

○検討の進捗状況の報告

R３年度
（予定）

○新材料・新工法の導入
→ 補修・補強の技術基準（検討の方向性）

○データの活用・整備
→ データ項目（案）の提示

分野別会議（橋梁、トンネル等）

分野別会議（橋梁、トンネル等）

等


